
 

 

 

 

１ 研究主題 

(１)研究主題 

気力あふれる児童の育成  

－自己肯定感を高め、自己効力感を養う取組をとおして－  

 

(２)研究主題設定の理由 

  本校は、体育の研究を始めて今年度で４２年目となる。体育経営で培った「学習規

律」を基盤に、学力向上を目指し、「文武両道」を掲げて教育活動を進めてきた。今年

度の埼玉県学力・学習状況調査の結果を分析したところ、国語においては「学力の伸

び」は５・６年共に県平均を上回る成果を見せた。しかし算数では、「学力レベル」、

「学力の伸び」共に県平均には少し及ばなかった。また、その分析の中で、「学力レベ

ル」と「努力調整方略」「非認知能力」の数値には相関関係があることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そこで、「学習方略や非認知能力向上は学力向上につながる」と仮定し、中でも学力

向上に大きく寄与するだろうと推測される「努力調整方略」「自己効力感」に重点を置

いて学力向上を図ることをねらいとし、本主題を設定した。また、それらの重点にお

いては、算数の授業だけでなく、体育や他教科の授業においてもより意識した授業展

開を行い「学級経営力」の向上を図り、「学力向上」につなげていきたい。 
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５年 82.1 88.6 65.3 65.8

６年 87.3 89.3 61.1 60.2
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【本校の学力レベル】 【伸びた児童の割合】 

【学力レベルと努力調整方略、非認知能力の相関関係】 



２ 研究の実践 

（１）授業に係る取組 

  ア 意図的習熟度別授業の取組 

    埼玉県学力・学習状況調査の結果よ   

り、算数の指導教室を以下のように 

設定した。 

 

    

 

 

 

 

算数研究部において、学校で統一し 

た「授業の進め方」を作成し、４年生 

以上で実施した。Ａクラスにおいては、 

児童達が話し合いながら練り上げ、ま 

とめていくことやレベルの高い適用問 

題に取り組むなど「主体的・対話的で 

深い学び」を意識した授業展開を行う。 

Ｃクラスにおいては、解答に至るまで 

の活動の見通しをスモールステップで 

持ち、自力解決の時間を多くすること 

で、諦めずに最後まで解答しきることや適用問題を意欲的に取り組めるようにする。 

ステップアップ式に出題し、自力で最後まで解答しきることをねらうなど、「努力調 

整」のための能力向上を意識した授業展開を行う。Ｂクラスにおいては教科書の内 

容をスタンダードに、Ｄクラスにおいてはドリル学習を取り入れながら基礎力向上 

をねらうなど、４つのクラスで意図を持って授業を展開することとした。 

   

  イ 振り返りチェック１０ ３・９（Thank you）シートの活用 

    本市教育委員会作成の「三郷市の授業づくり 振り返りチェック１０」を基に、

適宜授業の振り返りを行っている。教師自身もしっかりと授業の振り返りを行うこ

とで、「ＰＤＣＡサイクル」を推進し、より良い授業展開につながることを意図して

いる。また、今年度は「振り返りチェック１０」の中の「３ 本時のねらいや課題

を明確にし、学習の見通しを持たせ導入している」と「９ 振り返りの場で学習内

容の定着を図り、次の学習につなげている」に焦点を置いた「３・９（Thank you）

シート」も作成され、より明確に「ゴール」を意識した授業展開を行うよう努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【別紙参照】  

Ａクラス 学力Ａグループ 

Ｂクラス 学力Ｂ・Ｃグループ 

Ｃクラス 学力Ｄグループの上位 60％ 

Ｄクラス 学力Ｄグループの下位 40％ 

 



ウ 全学年研究授業 

    教師の教材分析力、指導力向上の最善の手立ては、研究授業であると考える。本

校は毎年、「各学年１研究授業」を掲げ、全学年が指導者を招いた研究授業を行って

いる。また、校内研修において、全体で各学年の教材分析、模擬授業・指導案検討

会を行っている。自学年以外の教材分析、指導案検討を行うことで、横だけでなく

縦の系統性を意識した深い教材理解を培うことをねらいとしている。 

 

（２）授業外に係る取組 

  ア 算数チャレンジランキング 

    職員室前の廊下に「算数チャレンジランキング」 

コーナーを設定した。算数への学習意欲向上を意図し、 

右のようなルールで実施している。プリントは週ごと 

に替わり、獲得したポイントに基づいたランキングを 

学年ごとに掲示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ パワーアップ教室 

  昼休みに、各学年の算数を苦手としている児童 

を対象に「パワーアップ教室」を実施している。 

「四則計算」に苦手意識を抱えている児童が多く、 

立式は出来ても計算でつまずいてしまうという場 

面がしばしば見られた。そのため、計算の技能向 

上に焦点を絞り、算数少人数担当を中心に実施し 

ている。 

 

ウ 家庭学習の充実 

  本校にはＰＴＡ組織の中に、「家庭教育部」が組 

織されており、家庭学習の仕方やルール等が記載さ 

れている「家庭学習の手引き」を発行していただい 

ている。また、今年度は全学年共通の本校独自の 

「家庭学習カード」を作成した。内容とかかった時 

間等を見て、集中して家庭学習ができているかどう 

かを教師が見届け、助言することで、より質の高い 

学習ができることを意図して行っている。 
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（３）研修 

  ア 三郷市「教師の心得」研修会 

  学習方略や非認知能力の向上は、授業の質の向上よりも日頃の「学級経営」の質

の向上に拠る所の影響は大きいと考えられる。また、本校は、経験の浅い教員が多

く、「学習規律」を徹底していく上で、不安を抱えている教員も多くいる。そのため

三郷市教育委員会の指導主事による「教師の心得」研修会を実施した。「学級経営」

の基礎となる「学習規律」を児童に確実に定着させるための教師の関わり方や具体

的な指導方法等の御指導をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 学力・学級経営力向上研修会 

  ７月に県教育局市町村支援部義務教育指導課主任 

指導主事 藤井真仁先生による、埼玉県学力・学習 

状況調査の帳票の見方、分析の仕方に関わる研修を 

実施した。目指す児童の姿や調査結果の生かし方に 

ついて講義いただき、今後、研修を推進していくに 

あたって本校職員にとって貴重な研修となった。 

また、１０月には、県教育局東部教育事務所学力 

向上推進担当指導主事 木村優二先生による「学力 

向上に係る学級経営力の向上」をテーマに研修を実 

施した。具体的に「良い学級経営とは？」という抽 

象的であったり、見解に個人差が生まれたりする内 

容について、実際に効果的な事例等を挙げていただ 

き、具体的で分かりやすく、大変有意義な研修とな 

った。 

 

３ 研究の成果と課題 

（１）成果 

 全学年１研究授業を行うことで、教師の教材研究力や指導力の向上につながり、教  

材・教具・指導法の工夫が見られる「おもしろい授業」が増え、それに伴い、意欲的 

に授業に取り組む児童が増えた。また、改善した家庭学習カードを教師が効果的に活 

用し、児童の家庭学習の質の向上だけでなく、計画的に集中して学習に取り組めるよ 

うになり、学習量の向上にもつながってきている。 

 

（２）課題 

   各種調査の結果において、県平均に達している４年生に比べて、５・６年生の無解 

答率の高さが目立った。「自己効力感」を醸成し、諦めずに最後まで問題に取り組む児 

童を育てていきたい。また、学力層に関して、ＡＢＣＤの４つの学力層においてＢグ 

ループの割合が小さく、Ｃグループの割合が大きい。学力の二極化を改善するために、 

意図的習熟度別授業に力を入れて、授業を中心に学力向上を図っていく。 


